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税を考える週間 作品  入賞者紹介
12月14日（日）は衆議院議員総選挙投票日

自殺予防特集

大切な人のいのちを守る

軽自動車税の税率が変わります
第12回ひとよし春風マラソン出場者募集
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す
ら
り
と
し
た
長
身
に
彫
り
の
深
い
顔

立
ち
。「
よ
く
意
外
だ
と
言
わ
れ
る
ん

で
す
が
」
と
笑
う
野
田
さ
ん
の
特
技
は
津
軽

三
味
線
。
そ
の
特
技
を
生
か
し
、
勤
務
先
の

肥
後
銀
行
人
吉
支
店
で
年
金
支
給
日
に
演
奏

を
行
い
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

野
田
さ
ん
は
熊
本
市
出
身
。
小
学
４
年
生

の
こ
ろ
、
テ
レ
ビ
で
見
た
同
市
出
身
の
プ
ロ

津
軽
三
味
線
奏
者
・
髙た

か
さ
き﨑

裕ひ
ろ
し士

さ
ん
の
演
奏

に
あ
こ
が
れ
て
習
い
始
め
た
。
高
校
生
に
な

る
と
老
人
ホ
ー
ム
を
慰
問
し
演
奏
。
卒
業
式

で
は
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
が
得
意
な
友
人
と
ス

テ
ー
ジ
で
共
演
し
、
門
出
を
大
い
に
盛
り
上

げ
た
。「
演
奏
し
た
後
の
拍
手
が
気
持
ち
よ

く
て
」。
そ
の
快
感
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

肥
後
銀
行
に
は
今
年
４
月
に
入
行
し
、
人

吉
支
店
に
赴
任
。
仕
事
を
覚
え
る
の
も
忙
し

く
な
か
な
か
演
奏
す
る
機
会
が
な
か
っ
た

が
、
職
場
の
飲
み
会
で
披
露
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
腕
前
に
同
僚
や
上
司
は
び
っ
く
り
。
お

客
さ
ん
の
待
ち
時
間
に
演
奏
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
10
月
の
年
金
支
給
日
に
合
わ
せ

て
ロ
ビ
ー
で
の
演
奏
が
企
画
さ
れ
た
。「
最

初
は
驚
く
お
客
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、
久
し
ぶ
り
の
拍
手
が
気
持
ち
よ
か
っ

た
で
す
」。
演
奏
後
は
振
り
込
め
詐
欺
防
止

の
チ
ラ
シ
が
配
ら
れ
、
そ
の
注
意
喚
起
の
一

助
に
も
な
っ
た
。

　
「
た
た
き
な
が
ら
弦
を
弾
く
津
軽
三
味
線

は
、
弦
楽
器
で
あ
り
打
楽
器
。
音
に
は
迫
力

と
繊
細
さ
が
あ
り
、
演
奏
の
ス
ピ
ー
ド
感
も

魅
力
で
す
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
野
田
さ
ん
。
今
月
15
日
の
年

金
支
給
日
に
も
、
銀
行
の
ロ
ビ
ー
に
「
津
軽

じ
ょ
ん
が
ら
節
」
を
響
か
せ
る
予
定
だ
。

年金支給日に津軽三味線を披露する銀行員

野田 真彦 さん（瓦屋町）

のだ　まさひこ
平成２年３月１日生まれ。Ｂ型。身長183㌢
㍍。熊本市北区出身。大学卒業後、今年４月
に肥後銀行に入行し、人吉支店の窓口で業務
係を担当。祖母は民謡好き、叔母はプロの三
味線奏者と、小さいころから邦楽に触れて育
つ。音楽全般が好きだが、趣味で聴くのはもっ
ぱら海外のロック。「夏はラフティングを体
験し、予想以上のスリルに驚きました。こ
れからもっと人吉のことを知っていきたいで
す」

ムスリムが安心できる観光と食を
　

世
界
人
口
の
４
分
の
１
を
占
め
る
ム
ス

リ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
の
市
場
調
査
の

た
め
、
市
は
九
州
在
住
の
ム
ス
リ
ム
を
招

き
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ム
ス
リ
ム
の
留
学
生
25
人
を
招
待
し
た

11
月
15
日
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
で
は
、
く
ま

川
鉄
道
を
走
る
田
園
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
や
球

磨
川
下
り
な
ど
を
体
験
。
昼
食
は
ハ
ラ
ー

ル
（
イ
ス
ラ
ム
法
で
合
法
な
）
牛
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。
参
加
し
た

マ
レ
ー
シ
ア
出
身
の
モ
ハ
マ
ド
・
リ
ズ
ワ

ン
さ
ん
は
「
普
段
牛
肉
は
冷
凍
物
を
食
べ

て
い
る
の
で
お
肉
が
新
鮮
で
お
い
し
い
。

旅
行
に
行
く
と
食
事
で
困
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
ハ
ラ
ー
ル
の
食
事
が
あ
る
と
安
心

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
23
・
24
日
に
は
、
家
族
を
中
心
に

29
人
を
１
泊
２
日
の
ツ
ア
ー
に
招
待
。
ハ

ラ
ー
ル
促
進
区
の
実
現
に
向
け
た
調
査
と

分
析
を
行
い
ま
し
た
。

錦町のゼンカイミート株式会社で処理されたイスラム法で合法なハ
ラール牛でバーベキューを楽しむ参加者（上）／くま川鉄道を走る田
園シンフォニーで列車の旅も楽しんだ（下右）／相良村の川村駅では、
お茶のおもてなし。お土産として相良茶をお持ち帰り（下左）
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ひ
と

よ
し

で
輝

く
人
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毎
日 

人
が
自
ら
命
を
絶
つ

　

２
万
７
２
８
３
人
。
こ
の
数
字
は
、
平
成

25
年
に
全
国
で
自
殺
で
亡
く
な
っ
た
方
の
数

で
す
。
１
日
当
た
り
で
計
算
す
る
と
、
毎
日

75
人
も
の
人
が
自
ら
尊
い
命
を
絶
っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
平
成
10
年
以
降
14
年
連
続
で

年
間
３
万
人
を
超
え
る
人
が
自
殺
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
24
年
は
15
年
ぶ
り
に
３
万

人
を
下
回
り
２
万
７
８
５
８
人
に
。
平
成
25

年
は
さ
ら
に
５
７
５
人
減
と
、
こ
こ
数
年
は

減
少
。
し
か
し
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
25
年
の
自
殺
者
を
性
別
で
み
る
と
男

性
が
１
万
８
７
８
７
人
で
全
体
の
68
・
９
㌫

を
占
め
、
女
性
が
８
４
９
６
人
で
31
・
１
㌫
。

年
齢
別
で
は
60
歳
代
が
４
７
１
６
人
で
全
体

の
17
・
３
㌫
と
最
も
多
く
、
次
に
40
歳
代
、

50
歳
代
と
続
き
ま
す
。
職
業
別
で
み
る
と
無

職
者
が
１
万
６
４
６
５
人
で
全
体
の
60
・
３

㌫
と
最
も
多
く
、
次
に
勤
め
人
、
自
営
業
者

と
続
き
ま
す
。

県
内
ワ
ー
ス
ト
１
位
の
自
殺
率

　

県
内
の
平
成
25
年
の
自
殺
者
は
３
７
６

人
。
前
年
よ
り
72
人
（
16
・
１
㌫
）
減
少
し
、

減
少
率
は
全
国
１
位
で
し
た
。
し
か
し
、
平

成
24
年
の
自
殺
死
亡
率
（
人
口
10
万
人
当
た

り
の
自
殺
者
数
）
は
全
国
平
均
が
21
人
に
対

し
て
県
は
23
・
８
人
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
８

位
。
全
国
で
も
県
内
の
自
殺
者
数
は
高
い
状

況
で
す
。
そ
の
中
で
も
人
吉
球
磨
地
域
は
県

内
ワ
ー
ス
ト
１
位
の
自
殺
率
で
39
人
。
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
る
自
殺
死
亡
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
命
は
救
え
る
命

　

私
た
ち
は
日
々
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱
え

て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。自
殺
の
ほ
と
ん
ど
は
、

悩
み
に
悩
ん
で
「
自
殺
し
か
苦
し
み
か
ら
逃

れ
る
方
法
は
な
い
」
と
追
い
込
ま
れ
た
末
の

死
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
命
は
救
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
に
よ
り
重
要
な
の
は
私
た
ち

が
自
殺
予
防
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。
そ
し

て
、
私
た
ち
が
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、

声
を
掛
け
、
話
を
聞
い
て
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
、
見
守
る
こ
と
。
こ
の
ち
ょ
っ
と
し
た

行
動
で
、
尊
い
命
が
救
わ
れ
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
自
分
自
身
の
心
の
ケ
ア
も
大
切

で
す
。
少
し
で
も
悩
ん
だ
と
き
は
誰
か
に
話

を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
話
を
聞
い
て

く
れ
る
人
は
必
ず
身
近
に
い
ま
す
。
話
せ
る

範
囲
で
構
い
ま
せ
ん
。

み
ん
な
が
自
殺
予
防
の
主
役

　

１
人
の
方
が
自
殺
で
亡
く
な
る
と
、
そ
の

周
り
の
５
～
６
人
が
精
神
的
・
肉
体
的
に
強

い
影
響
を
受
け
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

殺
者
の
周
り
の
多
く
の
人
が
、
大
き
な
喪
失

感
や
後
悔
を
抱
え
て
苦
し
み
続
け
て
い
る
の

で
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
自
殺
予
防
の
主
役
で

す
。
自
殺
で
苦
し
む
人
が
一
人
で
も
減
り
、

笑
顔
で
過
ご
せ
る
人
が
増
え
る
よ
う
に
、
み

ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
や
大

切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
。

自殺の現状
全国、そして私たちが住む人吉球磨地域の自殺をめぐる現状は？
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全国の年次別自殺者数（人）
※資料：警察庁

男 女

平成24年熊本県保健所圏域別自殺率（人）

　大切な人の死は、とてもつらく悲しいもの。大切な人が自ら命を絶ってしまったら……。
　私たちが住む人吉球磨地域は、県内で一番自殺率が高い地域です。自殺で失われる命の多くは救え
る命。一つでも多くの命を守るため、私たちにできることがあります。あなたやあなたの大切な人の
命を守るために、自殺について考えてみましょう。

大
切
な
人
の

い
の
ち
を
守
る

自
殺
予
防
特
集
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１　相談してくれたことをしっかり「ねぎらい」ましょう

２　相談者に対して敬意を払って聞きましょう

３　相談者の話に素直に興味や関心を持ちましょう

４　気持ちや考え方を否定せずに肯定しましょう

５　相談者の言葉を繰り返しましょう

６　相談者の立場に立ってどのような気持ちなのか想像しましょう

７　理解したことを確認しましょう

８　質問を通して理解を深めましょう

９　必要に応じて専門の相談機関につなぎましょう

う
つ
病
と
自
殺
の
サ
イ
ン

　

自
殺
の
原
因
と
し
て
は
、
う
つ
病

な
ど
の
健
康
問
題
が
最
も
多
く
、
次

に
経
済
・
生
活
問
題
や
家
庭
問
題
、

勤
務
問
題
と
続
き
ま
す
。
自
殺
者
の

多
く
は
、
自
殺
直
前
に
「
う
つ
病
」

な
ど
の
精
神
疾
患
に
か
か
り
ま
す
。

精
神
疾
患
は
治
す
こ
と
が
で
き
る
病

気
で
す
。
早
め
に
病
気
に
気
付
き
、

専
門
の
病
院
で
し
っ
か
り
治
療
す
る

こ
と
が
自
殺
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
自
殺
を
考
え
て
い
る
人

は
何
か
し
ら
の
「
サ
イ
ン
」
を
発
し

て
い
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ン
に
家
族
や

仲
間
が
気
付
き
、
声
を
掛
け
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
絶
望

感
や
孤
立
感
、
焦
燥
感
、
強
い
苦
痛
、

諦
め
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
状
態
に

あ
り
ま
す
。
悩
む
人
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
自
殺
を
考
え
る
人

の
心
理
を
知
っ
て
、
そ
の
気
持
ち
や

考
え
方
を
肯
定
し
、
受
け
入
れ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

自
殺
の
き
っ
か
け
に
な
る
悩
み
は

一
つ
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
の
要
因

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。「
悩

み
が
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な

く
な
っ
た
ら
誰
か
に
話
し
て
み
る
」

「
相
談
を
受
け
た
ら
話
を
聞
い
て
あ

げ
る
」。
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、

声
を
掛
け
、
話
し
を
聞
い
て
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
っ
て
自
殺
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

あなたの心や体の調子はどうですか？ 当てはまる項目に ✔

心に感じるサイン
□不安や緊張が続いている
□気分が落ち込んで、やる気がなくなる
□人付き合いが怖い、面倒になる
□イライラする
□嫌なことばかり頭に浮かぶ

体調に現れるサイン
□出勤・登校時に頭痛や腹痛などがある
□眠れなかったり夜中に目が覚めたりする
□食欲がなかったり食べ過ぎたりする
□訳もなく下痢や便秘になりやすい
□めまいや耳鳴りがする

これらは、誰にでも起こりうる心や体に不調があるときのサインです。ほとんどは休養を取ることで回復しますが、
２週間以上と長く続く場合は、我慢せずに専門機関に相談しましょう。

自殺を知る
自殺を考えている人はどんな人でしょう。自殺を考える人の心理や関わり方は？

自殺のサイン
次のような行動や状況は自殺につながりかねないサインです。このサインに気付くことが大切です。

けんかや無謀なギャンブルをしたり病気の治療をやめたり自暴自棄な行動をとる

本人にとって価値のある仕事や家族、財産などを失う

原因が分からない身体の不調が続く

問題を抱えているが職場や家庭で居場所がなく、サポートが得られていない

仕事の負担が増える、大きな失敗をする

うつ病などの精神疾患にかかる

重い身体の病気にかかる

お酒の量が増える
自殺未遂に及ぶ

自殺を口にする

大切な人の命を守る４つの行動

気付き
家族や仲間の変化に早
く気付いて声を掛ける

傾聴
本人の気持ちを尊重し
て耳を傾ける

つなぎ
早めに専門家に相談す
るよう促す

見守り
温かく寄り添いながら
じっくりと見守る

相談を受けたら……
悩んでいる人に気付き、声を掛けて相談を受けたときのポイントを紹介します。

時間がかかることもありますが、ゆったりとした気持ちで相談者の心に寄り添いましょう。相談を受ける側の精神的
安定感を保つために、自分自身のケアも大切です。

自殺予防特集　大切な人のいのちを守る

よくお話しいただきましたね

それからどうしました？

そうお感じなんですね

人間関係がつらく将来が不安に感じているのですね

体調はどうですか？　気分はいかがですか？
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シ
ュ
す
る
た
め
の
時
間
を
持
っ
て
ケ
ア
し

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
地
域
に
は
、
精
神
障
が
い
を
抱
え

る
方
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
援
す
る
人
吉

球
磨
精
神
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
麦
の
会
」

が
あ
り
ま
す
。「
麦
の
会
」
の
皆
さ
ん
は

実
際
に
訪
問
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
当

事
者
の
身
近
な
存
在
と
し
て
話
し
が
で
き

る
と
て
も
心
強
い
存
在
で
す
。
身
近
な
人

た
ち
で
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
当
事
者
の

安
心
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

あ
な
た
の
気
づ
き
で
救
え
る
命
が

あ
り
ま
す

　

悩
ん
で
い
る
方
の
話
は
、
誰
で
も
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
最
近
変
わ
っ
た
こ

と
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
視
点
を
も
っ
て

接
す
る
と
、
相
手
が
出
す
サ
イ
ン
へ
の
気

付
き
に
つ
な
が
り
ま
す
。
誰
か
が
自
殺
の

サ
イ
ン
に
気
付
か
な
い
と
、
尊
い
命
が
失

わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
な

た
の
気
付
き
で
一
つ
の
命
が
救
わ
れ
る
の

で
す
。

　

誰
か
一
人
が
頑
張
っ
て
活
動
し
て
も
自

殺
予
防
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
一
人
一

人
の
力
、
地
域
の
力
が
重
要
で
す
。
地
域

の
見
守
り
体
制
が
広
が
り
、
お
互
い
が
気

付
き
合
っ
た
り
助
け
合
っ
た
り
す
る
こ
と

で
悩
み
が
軽
減
さ
れ
、
自
殺
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
や
悩
み
が
あ
っ

た
ら
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
身
近
な
人
に

思
い
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
か
ら
人

と
人
と
が
つ
な
が
り
、
い
い
方
向
に
向

か
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

み
ん
な
で
気
付
き
声
を
掛
け
、
み

ん
な
で
見
守
る

　

熊
本
県
の
平
成
24
年
の
自
殺
死
亡
率
は

全
国
ワ
ー
ス
ト
８
位
。
そ
の
中
で
も
人
吉

球
磨
地
域
の
自
殺
死
亡
率
は
ほ
か
の
圏
域

と
比
べ
る
と
例
年
高
い
傾
向
で
深
刻
な
状

態
で
す
。

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
サ
イ
ン
を
出

し
て
い
ま
す
。
普
段
接
し
て
い
る
家
族
や

職
場
の
方
が
「
何
か
い
つ
も
と
違
う
ん

じ
ゃ
な
い
か
」
と
気
付
い
て
あ
げ
る
こ
と

が
自
殺
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
殺
の

サ
イ
ン
に
気
付
い
た
ら
「
い
つ
も
と
違
う

け
ど
眠
れ
て
い
ま
す
か
？
」
な
ど
と
優
し

く
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
話
し
を
聞
く

姿
勢
で
相
手
と
接
し
、
悩
み
を
受
け
た
方

も
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
必
要
で
あ
れ
ば

保
健
所
や
市
の
福
祉
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
専
門
機
関
に
つ
な
ぎ
み
ん
な
で
見

守
り
ま
し
ょ
う
。

　

悩
み
を
受
け
た
方
も
、
自
分
自
身
の
精

神
安
定
を
保
つ
た
め
に
、
日
頃
か
ら
自
分

の
ケ
ア
が
必
要
で
す
。
心
身
を
リ
フ
レ
ッ

人吉保健所保健予防課

保健師  釜
か ま

 さなえ さん

 INTERVIEW 人吉保健所で自殺予防対策を担当している釜さんに話しを聞きました

市福祉課障がい者支援係　☎２２－２１１１  内線１１４４

市消費生活センター（市市民課くらし安心相談係）☎２２－２１１１  内線１２１５・１２１６

市保健センター健康増進係　☎２４－８０１０

悩んだら一人で抱え込まずに身近な人や専門機関に相談を！

人
吉
市
の
自
殺
対
策
の
取
り
組
み

平
成
23
年
度　

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会

演
題
「
こ
こ
ろ
の
健
康　

う
つ
病
を
中
心
に

　
　
　

い
ま
こ
こ
で
で
き
る
こ
と
」

講
師　

熊
本
大
学
大
学
院
医
学
薬
学
研
究
部

　
　
　

福
永 

竜
太
さ
ん

平
成
24
年
度

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会

演
題
「
こ
こ
ろ
の
健
康　

う
つ
病
と
ア
ル　

　
　
　

コ
ー
ル
依
存
症
」

講
師　

益
城
病
院  

院
長  

松
永 

哲
夫
さ
ん

平
成
25
年
度

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修

対
象
者　

市
民
、
相
談
窓
口
担
当
者
、
医
療
・

　
　
　
　

介
護
・
福
祉
従
事
者
な
ど

平
成
26
年
度

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修

対
象
者　

人
吉
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

こころの健康相談
専門職の先生が無料で心の健康相談に応じます。（毎月２回）
次回開催日時　12 月 11 日（木）・26 日（金）　午後２時～３時（予約制）

自死遺族のつどい
大切な人を自死で亡くした方のつどいを開催しています。（毎年度３回）
次回開催日時　平成 27 年２月 26 日（木）午後２時～４時

※相談日程は、毎月 15 日に発行する広報ひとよし「お知らせ版」に掲載しています。

問合せ　人吉保健所保健予防課（☎２２－３１０７）

人吉保健所でも相談を受けています。気軽に相談してください。

　
“
精
神
障
が
い
を
抱
え
る
方
に
寄

り
添
う
人
”
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
が
人
吉
球

磨
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
麦
の
会
」。
平
成
15
年
に
発
足
し
、

現
在
、
人
吉
球
磨
地
域
に
住
む
41
人

（
う
ち
市
内
在
住
14
人
）の
メ
ン
バ
ー

が
精
力
的
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、相
談
相
手
と
し
て
の「
傾

聴
」
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神
科
医
療
機

関
や
施
設
で
料
理
実
習
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
た
り
医
師
な
ど
と
連
携

し
て
個
人
宅
を
訪
問
し
た
り
と
さ
ま

ざ
ま
。
精
神
障
が
い
に
大
切
な
の
が

「
寄
り
添
い
」。
精
神
障
が
い
を
抱
え

る
方
や
そ
の
家
族
と
直
接
交
流
し
な

が
ら
心
に
寄
り
添
う
支
援
を
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。相
談
希
望
の
場
合
は
、

地
内
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
５
３
８
８

‐
０
９
２
７
）に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

麦の会 会長 地
ち う ち

内 豊
と よ こ

子さん

人
吉
球
磨
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
麦
の
会
」

あなたの心に寄り添います

▲月１回の定例会。活動内
容の報告や今後の活動につ
いて活発な話し合いをされ
ています

命を守る
自殺から命を守るために行政や関係団体が取り組んでいる事業の一部を紹介します。

知っていますか？  ゲートキーパー
悩んでいる人に気付き、声を掛け、話しを聞いて必要な支援につなげ、見守る人
を「ゲートキーパー（命の門番）」といいます。市では、平成25年度からゲートキー
パー養成研修を行い、約150人のゲートキーパーが医療機関や地域で悩みを抱え
た人を支援する活動を行っています。

▲ゲートキーパー養成研修で、相手の
話をしっかり聞く「傾聴」の演習をす
る様子

自殺予防特集　大切な人のいのちを守る
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人
吉
市
を
舞
台
に
、
看
護
学
生
の

成
長
を
描
く
青
春
映
画
「
ス
ク
ー
ル
・

オ
ブ
・
ナ
ー
シ
ン
グ
」
の
撮
影
が
11

月
12
日
に
始
ま
り
、
市
内
な
ど
で
撮

影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

17
日
に
は
、
映
画
に
出
演
す
る
く

ま
モ
ン
が
撮
影
現
場
の
愛
生
会
外
山

病
院
を
訪
れ
、
出
演
者
を
陣
中
見

舞
い
。
主
演
の
女
優
・
桐
島
コ
コ
さ

ん
ら
に
球
磨
焼
酎
な
ど
を
渡
し
激
励

し
ま
し
た
。
映
画
に
は
市
民
も
エ
キ

ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
。
せ
り
ふ
の
あ

る
役
で
出
演
し
た
富
ヶ
尾
町
の
三
宅

輝て
る
ひ
さ寿
さ
ん
は
「
緊
張
し
た
け
ど
Ｏ
Ｋ

が
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
。
公
開
が
楽

し
み
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

リハーサルに挑むくまモンやエキストラ

人吉を舞台に撮影進む
映画「スクール・オブ・ナーシング」撮影

　

地
域
全
体
で
認
知
症
高
齢
者
を

見
守
り
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
目
指

し
、
認
知
症
高
齢
者
へ
の
声
掛
け
実

践
訓
練
を
11
月
14
日
に
東
西
コ
ミ
セ

ン
で
行
い
ま
し
た
。
４
回
目
と
な
っ

た
今
回
は
、
西
校
区
が
対
象
。

　

参
加
者
は
認
知
症
の
基
礎
知
識
や

寸
劇
で
声
の
掛
け
方
・
接
し
方
の
こ

つ
を
学
ん
だ
後
、
声
掛
け
を
実
践
。

室
内
や
屋
外
に
分
か
れ
て
高
齢
者
役

に
声
を
掛
け
、
警
察
に
通
報
し
て
保

護
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
、
人
吉
西
小
の
５
年
生
も
訓
練
に

参
加
。
徘は

い
か
い徊
し
て
い
る
高
齢
者
に
正

面
か
ら
優
し
く
声
を
掛
け
て
近
く
の

大
人
に
知
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

地域で見守り支えよう
広げようつなげようオレンジの輪

　

熊
本
～
人
吉
間
を
運
行
し
て
い
る

Ｊ
Ｒ
九
州
の
観
光
列
車
・
Ｓ
Ｌ
人
吉

が
、６
年
目
の
運
行
を
終
え
ま
し
た
。

　

運
行
最
終
日
と
な
っ
た
11
月
24
日

は
、
観
光
関
係
者
を
中
心
に
Ｓ
Ｌ
人

吉
に
感
謝
を
込
め
て
お
出
迎
え
と
お

見
送
り
。
１
０
０
年
前
の
衣
装
に
身

を
包
み
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う

な
雰
囲
気
で
お
も
て
な
し
す
る
「
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
人
吉
」
も
同
時
開
催

さ
れ
、
人
吉
駅
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

お
見
送
り
前
に
は
、
球
磨
焼
酎
と

花
束
を
車
掌
さ
ん
ら
に
贈
呈
。
感
謝

を
伝
え
、
来
年
の
運
行
を
約
束
し
て

い
ま
し
た
。

今年も１年お疲れ様！
ＳＬ人吉６年目運行終了

　

五
穀
豊
穣
を
祝
う
青
井
阿
蘇
神
社

の
「
新に

い
な
め嘗
祭
」
に
合
わ
せ
、
農
産
物

や
郷
土
料
理
な
ど
の
食
を
集
め
た

「
秋
風
ふ
ー
ど
フ
ェ
ス
タ
」
が
11
月

23
・
24
日
に
初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
青
井
阿
蘇
神
社
前
の
石
畳

に
は
、新
米
炊
き
立
て
ご
飯
や
野
菜
、

焼
き
鮎
、
つ
ぼ
ん
汁
な
ど
地
元
の
お

い
し
い
も
の
が
ず
ら
り
。
多
く
の
お

客
さ
ん
が
訪
れ
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

と
よ
さ
こ
い
踊
り
も
に
ぎ
わ
い
に
華

を
添
え
ま
し
た
。
主
催
し
た
ま
ち
づ

く
り
団
体
「
青
井
さ
ん
デ
ジ
部
」
の

永
江
友
二
代
表
は
「
人
吉
球
磨
か
ら

よ
り
多
く
出
店
し
て
も
ら
い
継
続
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

出店が並ぶなかひょっとこ踊りが盛り上げる

人吉球磨のおいしさずらり
秋風ふーどフェスタ

　

犬
童
球
渓
顕
彰
音
楽
祭
が
今
年
も

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
11
月
１
日
に
は
個
人
コ
ン

ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
市
内
か
ら
は
人

吉
東
小
６
年
の
西に

し
も
ん門

美み

く紅
さ
ん
と
第

一
中
１
年
の
徳
澄
晶

あ
き
ら

さ
ん
、
人
吉
高

１
年
の
秋
山
奈
菜
さ
ん
が
球
渓
賞
を

受
賞
。
７
日
は
碑
前
祭
に
続
き
学
校

発
表
会
を
開
催
し
、
人
吉
球
磨
の
児

童
・
生
徒
約
千
五
百
人
が
出
演
し
て

合
唱
や
演
奏
で
練
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。９
日
は「
音
楽
の
ひ
ろ
ば
」

が
開
か
れ
、
市
内
４
つ
の
合
唱
団
が

さ
ま
ざ
ま
な
歌
を
披
露
。
最
後
は
会

場
み
ん
な
で
「
故
郷
の
廃
家
」
を
歌

い
音
楽
祭
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

学校発表会では球渓先生作曲の校歌や映画の主題歌などを披露学校発表会で演奏する個人コンクール球渓賞受賞者

球渓先生の思いを音にのせて　第68回犬童球渓顕彰音楽祭

「音楽のひろば」の最後はお客さんも総立ちで合唱

　
「
観
光
客
の
皆
さ
ん
へ
心
を
込
め

た
お
も
て
な
し
」
を
合
言
葉
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

「
人
吉
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
博
覧
会
」
を

９
月
20
日
～
11
月
30
日
に
行
い
ま
し

た
。
民
と
官
が
一
緒
に
作
り
上
げ
る

イ
ベ
ン
ト
を
市
内
各
地
で
行
う
も
の

で
、
今
回
で
10
回
目
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
台
風
接
近
の
た
め

室
内
で
の
開
催
と
な
っ
た
「
じ
ゅ
ぐ

り
っ
と
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
、
人

吉
出
身
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
Ｋ
ｉ
Ｌ
ａ
の

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
三
遊
亭
遊
馬
の

独
演
会
な
ど
多
彩
。
人
吉
に
観
光
で

訪
れ
た
方
た
ち
を
心
を
込
め
た
イ
ベ

ン
ト
で
も
て
な
し
ま
し
た
。

野外コンサートは室内だったが幻想的な雰囲気に包まれた

出水中央高校吹奏楽部の演奏会人力車に乗って城跡散策

独演会では会場が笑いの渦に

テレビでも人気の KiLa のマジックにお客さんは大喜び

心を込めておもてなし　人吉じゅぐりっと博覧会

「どちらに行かれますか？」児童たちが高齢者役に声を掛ける

100 年前の衣装に身を包み今年最後のお出迎え

11 10HITOYOSHI　2014.12.01 広報ひとよし　12月号



あなたの一票
忘れず投票！

　

紺
屋
町
、
鶴
田
町
、
七
地
町
、
大

畑
町
、
上
薩
摩
瀬
町
、
下
林
町
前
村

の
６
町
内
を
モ
デ
ル
に
、
市
が
７
月

か
ら
実
施
し
て
き
た「
ご
み
減
量（
見

え
る
化
）
事
業
」。
そ
の
成
果
報
告

会
が
11
月
19
日
に
中
小
企
業
大
学
校

人
吉
校
で
あ
り
ま
し
た
。

　

各
モ
デ
ル
町
内
会
か
ら
の
報
告
で

は
、
出
さ
れ
る
ご
み
の
計
量
、
生
ご

み
処
理
器
「
キ
エ
ー
ロ
」
を
使
っ
た

生
ご
み
の
自
家
処
理
、
ご
み
分
別
体

験
な
ど
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
の
成

果
や
課
題
を
発
表
。
そ
の
後
は
基
調

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ

の
事
業
で
得
ら
れ
た
ご
み
の
減
量
方

法
を
市
全
体
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。

モデル町内会から取り組みの成果を報告

ごみゼロのまちを目指して
ごみ減量（見える化）事業成果報告会

　

人
吉
球
磨
に
あ
る
文
化
財
指
定
建

造
物
の
管
理
者
ら
に
古
建
築
の
保
存

管
理
方
法
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、

11
月
５
日
に
「
文
化
財
Ｉ
Ｐ
Ｍ
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｍ

と
は
、
で
き
る
だ
け
薬
剤
に
頼
ら
ず

虫
や
カ
ビ
な
ど
を
防
ぐ
管
理
方
法
。

　

文
化
財
Ｉ
Ｐ
Ｍ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

の
資
格
を
持
つ
あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委

員
会
の
北
川
賢
次
郎
さ
ん
が
講
師
を

務
め
、
最
初
に
球
磨
工
業
高
校
で
講

演
。
そ
の
後
観
蓮
寺
の
観
音
堂
に
移

動
し
て
実
地
研
修
が
あ
り
、
虫
な
ど

の
被
害
が
発
生
し
て
い
な
い
か
見
回

り
な
が
ら
、
参
加
者
は
日
常
の
清
掃

や
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

観蓮寺観音堂の周りをチェック

地域の宝を守るために
文化財ＩＰＭ研修会

　

実
り
の
秋
を
祝
う
「
ひ
と
よ
し
産

業
祭
」
が
11
月
８
・
９
日
に
ふ
る
さ

と
歴
史
の
広
場
で
開
催
さ
れ
、
食
や

物
産
コ
ー
ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

本
市
の
友
好
都
市
・
静
岡
県
牧
之

原
市
か
ら
は
商
工
会
女
性
部
が
参

加
。
シ
ラ
ス
や
お
茶
な
ど
、
同
市
の

特
産
物
を
元
気
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
販

売
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
景
品

付
き
も
ち
な
げ
に
多
く
の
お
客
さ
ん

が
詰
め
か
け
た
ほ
か
、
９
日
に
は
今

年
夏
に
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
人
吉

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ボ
ー
イ
の
コ
ン
サ
ー

ト
も
あ
り
、
女
性
フ
ァ
ン
ら
が
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

テレビや自転車など豪華賞品が用意された景品付きもちなげ

食と物産、ステージでにぎわう　第65回ひとよし産業祭

球磨工業高校のロボット人吉キャンペーンボーイ

採れたての野菜がずらり

そろいのポロシャツで牧之原市の物産をＰＲ

12月14日  は

期日前投票・不在者投票の期間

投票所入場券について

第47回 衆 議 院 議 員 総 選 挙
第23回最高裁判所裁判官国民審査

の投票日です！

衆議院議員総選挙　12月３日（水）～ 13日（土）
最高裁判所裁判官国民審査　12月７日（日）～ 13日（土）
※12月３日～６日は最高裁判所裁判官国民審査の投票はできません。

時間　午前８時30分～午後８時　場所　人吉市役所別館大会議室

投票所入場券は公示日（12月２日）以降に郵送します。
期日前投票は、入場券がなくても投票できます。

問合せ 市選挙管理委員会事務局（☎２２－２１１１ 内線５３０１・５３０２） 

公示日
12月２日㈫

投票区 投 　 票 　 所 投票区 投 　 票 　 所
１ 北 願 成 寺 町 公 民 館 14 田 野 活 性 化 セ ン タ ー ※
２ 鬼 木 町 内 会 館 15 西 瀬 コ ミ セ ン 鹿 目 分 館 ※
３ 人吉東小学校１年生ホール 16 大 塚 コ ミ セ ン ※
４ 紺 屋 町 会 館 17 木 地 屋 町 公 民 館 ※
５ 東 西 コ ミ セ ン 18 東 間 小 学 校 西 側 ホ ー ル
６ 修 成 館 19 大 畑 コ ミ セ ン
７ 井 ノ 口 町 公 民 館 20 岳 寿 館 ※
８ 青 井 幼 稚 園 講 堂 21 総合福祉センター大会議室
９ 下 林 町 前 村 町 内 会 館 22 中 原 コ ミ セ ン
10 中 原 小 学 校 図 工 室 23 蓑 野 町 公 民 館
11 上原田地区活性化センター 24 希 望 ヶ 丘 学 園
12 西 瀬 コ ミ セ ン 25 大 野 町 公 民 館 ※
13 カルチャーパレス１階展示場 　　※印の投票所は投票時間が午後６時まで。

投 票 所 一 覧
時間：午前７時～午後８時　※一部午後６時まで｛

・投票所は入場券に記載されています。よくご確認ください。
・点字投票や、自書できない方の代理投票もできます。
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税を考える週間 作品  入賞者紹介
　11月11日～ 17日は、全国一斉の「税を考える週間」でした。これにちなんで、人吉球磨の小・中学生、高校生か
ら応募があった税に関する作品のうち、優秀作品について表彰がありました。
　その中で、市内の小学生の部「習字」の作品と中学生の部「作文」の入賞者を紹介します。（敬称略）
問合せ　市税務課諸税係（☎２２－２１１１ 内線１１７５）

中原小２年　髙
こうやま

山 雄
ゆうせい

成

人吉間税会会長賞

人吉東小６年　宮
みやかわ

川 智
ち ほ

帆

県南広域本部長賞

西瀬小１年　川
かわごえ

越 和
わ か の

歌乃

人吉市長賞

租税教育推進協議会会長賞

人吉西小３年　早
は や た

田 望
の ぞ み

美

南九州納税貯蓄組合連合会優秀賞
第一中３年　丸

ま る お

尾　涼
す ず か

香　「税金への感謝、そして大切さ」

熊本県納税貯蓄組合連合会会長賞
第一中２年　森

もりはら

原　遥
はるか

　「税を納める人々と使う人々」

熊本県納税貯蓄組合連合会優秀賞
第一中１年　那

な す

須　翔
しょうたろう

太郎　「知らないようで身近な税」

人吉球磨地区納税貯蓄組合連合会会長賞
第一中２年　橋

はしもと

本　穂
ほ の か

香　「世界の税は、どうなっているの？」

人吉球磨地区租税教育推進協議会会長賞
人吉一中２年　桑

くわはら

原　維
い ぶ き

吹　「身のまわりの税金」

中学生の部「作文」

問合せ　市税務課諸税係（☎２２－２１１１ 内線１１７７）

Tax Information Tax Information

車 種 区 分
改 正 前 改 正 後

税 率（年額） 税 率（年額）

原動機付自転車

50cc 以下 1,000 円 2,000 円

50cc を超え 90cc 以下 1,200 円 2,000 円

90cc を超え 125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー（50cc 以下） 2,500 円 3,700 円

２輪の軽自動車（125cc を超え 250cc 以下） 2,400 円 3,600 円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600 円 2,400 円

そのほか 4,700 円 5,900 円

２輪の小型自動車（250cc 超） 4,000 円 6,000 円

車 種 区 分 

税 率（年額）

①
平成 27 年３月 31 日

以前登録

②
平成 27 年４月１日

以後新車登録

③
登録 13 年超

（平成 28 年度から）※

軽自動車

３輪で総排気量 660cc 以下 3,100 円 3,900 円 4,600 円

４輪以上で
総排気量

660cc 以下

乗用
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物用
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

●原動機付自転車、２輪の軽自動車、小型の特殊自動車、２輪の小型自動車
「地方税法」の一部改正に伴い、平成27年度から次のとおり税率が上がります。

●４輪以上と３輪の軽自動車
　平成27年４月１日以降に最初（新車）の新規検査を受ける車両から改正後税率②が適用されます。また、グリー
ン化を進める観点から、最初（新車）の新規検査から13年を経過した４輪以上と３輪の軽自動車は、新税率のお
おむね20％が重課税として税率③が適用されます（平成28年度から）。
　平成27年３月31日以前に取得している車両や新車新規登録済みの車両は、現行税率①が適用されます（平成27
年4月1日に新車新規登録の車両を購入した場合は新税率②が適用されます）。

軽自動車税の税率が変わります

※動力源または内燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電力併用の軽自動車と被けん引
車を除く。

各優秀作品は11月11日～ 17日に九
日町のイスミ本店に、市内の小学生
の習字作品と中学生の作文は11月
11日～ 28日に市役所１階ロビーに
展示されました。

来年４月から
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情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表） ☎22－２１１１
カルチャーパレス ☎24－３３１１ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
へ
の

 

登
録
申
請
を
お
忘
れ
な
く

「
お
出
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

 

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
の
方
へ
お
知
ら
せ

第
66
回
人
権
週
間

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は

適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い

　

平
成
27
年
1
月
1
日
現
在
で
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作

成
し
ま
す
。
次
に
当
て
は
ま
る
方

は
登
載
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
12
月
中
に
農
家
振
興

組
合
長
な
ど
を
通
じ
て
配
布
す
る

ほ
か
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
と
市
農
業
委
員
会
事
務
局
に
も

あ
り
ま
す
。

当
て
は
ま
る
方　

市
内
に
住
所
が

あ
り
、年
齢
が
20
歳
以
上
の
方（
平

成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
）
で
、
次
の
要
件
に
当
て
は

ま
る
方

①
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

　

い
る
方
（
業
務
を
含
む
）

② 

①
の
同
居
親
族
ま
た
は
そ
の

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

12
月
17
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

下
林
２
区
公
民
館
（
下
林

町
）

テ
ー
マ　

ク
リ
ス
マ
ス
会

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

※
12
月
11
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
㉜

９
５
６
６
）

　

12
月
の
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
金
」
の
申
請
期
限
は
12

月
17
日
㈬
、
振
込
日
は
平
成
27
年

１
月
５
日
㈪
で
す
。

　

12
月
18
日
㈭
以
降
の
申
請
分
は

平
成
27
年
２
月
５
日
㈭
が
振
込
日

に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

12
月
４
日
㈭
～
10
日
㈬
の
1
週

間
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。
基
本

的
人
権
と
自
由
を
尊
重
し
確
保
す

る
た
め
に
、
全
世
界
の
人
が
達
成

す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、
昭

和
23
年
12
月
10
日
に
「
世
界
人
権

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
そ
の
日
が
人

権
デ
ー
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
「
み
ん
な
で
築

こ
う　

人
権
の
世
紀　

～
考
え
よ

う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う

思
い
や
り
の
心
～
」
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
人
権
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉

支
局
（
☎
㉒
３
３
９
３
）

　

使
用
済
み
の
農
業
用
ビ
ニ
ー

ル
・
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
使
用
者
が
適

正
に
処
理
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
に
は
、

Ｊ
Ａ
く
ま
下
球
磨
営
農
セ
ン
タ
ー

で
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

回
収
が
行
わ
れ
ま
す
。
料
金
が
か

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
Ｊ
Ａ
く
ま
下
球
磨
営
農

セ
ン
タ
ー
（
☎
㉘
３
０
６
０
）

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

市
に
登
録
し
て
い
る
施
工
業
者

を
活
用
し
次
の
よ
う
な
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
、
そ
の
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
予
算

が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
の

で
申
請
は
お
早
め
に
。

補
助
の
金
額　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

費
の
４
分
の
１
（
上
限
20
万
円
）

リ
フ
ォ
ー
ム
内
容

○
便
所
・
台
所
・
浴
室　

　

和
式
便
器
を
洋
式
便
器
に
替
え

る
。
古
く
な
っ
た
流
し
台
を
新
し

く
す
る
。
古
く
な
っ
た
浴
室
を
シ

ス
テ
ム
バ
ス
に
す
る
な
ど
。

○
居
間
・
部
屋
・
廊
下　

床
や
壁
、
天
井
、
ド
ア
、
窓
、
扉

な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
。

○
外
壁
・
屋
根　

古
く
な
っ
た
外
壁
や
屋
根
、
雨
漏

り
す
る
屋
根
の
リ
フ
ォ
ー
ム
。

○
そ
の
ほ
か

　

増
築
を
す
る
。
老
後
の
た
め
に

室
内
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

市
都
市
計
画
課
建
築
係

調
理
師
業
務
従
事
者
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

就
業
し
て
い
る
調
理
師
は
、
２

年
ご
と
に
就
業
地
な
ど
に
関
す
る

届
け
出
が
必
要
で
す
。

対
象　

12
月
31
日
㈬
現
在
、
調
理

師
免
許
を
持
ち
県
内
で
調
理
業
務

に
従
事
し
て
い
る
方

提
出
期
限　

平
成
27
年
１
月
15
日

㈭※
届
け
出
用
紙
は
人
吉
保
健
所
に

あ
り
ま
す
。

提
出
先
・
問
合
せ　

人
吉
保
健
所

（
☎
㉒
３
１
０
７
）

生 年 月 日 年 齢
昭和 48（1973）年４月２日～昭和 49（1974）年４月１日 41 歳
昭和 43（1968）年４月２日～昭和 44（1969）年４月１日 46 歳
昭和 38（1963）年４月２日～昭和 39（1964）年４月１日 51 歳
昭和 33（1958）年４月２日～昭和 34（1959）年４月１日 56 歳
昭和 28（1953）年４月２日～昭和 29（1954）年４月１日 61 歳

　

人
吉
市
で
は
、
働
く
世
代
の
多

く
の
人
に
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
平
成
23
年

度
か
ら
対
象
年
齢
の
方
に
「
が
ん

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
に
対
す
る
リ
ス
ク
は

40
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
男
女
と
も
に

高
く
な
り
、
男
女
別
で
は
男
性
に

多
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
女
性

が
か
か
る
が
ん
で
最
も
多
い
の
は

乳
が
ん
で
す
が
、
女
性
の
が
ん
死

亡
原
因
の
第
1
位
は
乳
が
ん
で
は

な
く
大
腸
が
ん
で
す
。

　

大
腸
が
ん
は
進
行
す
る
ま
で
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
大
腸
が
ん
検
診
は
簡
単
な
便

潜
血
検
査
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で

90
％
が
完
治
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

毎
年
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
る

人
は
も
ち
ろ
ん
、
初
め
て
受
け
る

人
も
こ
の
機
会
に
年
に
1
回
定
期

的
な
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

検
査
内
容

便
の
検
査
（
潜
血
反
応
検
査
２
日

分
）

検
査
の
方
法

①
自
宅
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
、
問

　

診
票
、
採
便
容
器
、
検
診
手
帳
、

　

案
内
文
書
、
返
信
用
封
筒
を
郵

　

送
し
ま
す
。

②
２
日
分
の
便
を
採
取
し
た
ら
、

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
、
問
診
票
、

　

採
便
容
器
を
返
信
用
封
筒
に
入

　

れ
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く

　

だ
さ
い
。

③
検
診
結
果
は
１
カ
月
以
内
に
郵

　

便
で
自
宅
に
届
き
ま
す
。

検
診
実
施
期
間

12
月
１
日
㈪
～
平
成
27
年
１
月
30

日
㈮

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係
（
☎
㉔
８
０
１
０
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

冬
の
番
組

　

12
月
４
日
㈭
か
ら
冬
の
番
組

「
め
ざ
せ
！　

宇
宙
飛
行
士
～
聡

一
君
の
夢
旅
行
～
」
を
投
影
し
ま

す
。

あ
ら
す
じ　

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら

聡
一
君
は
「
銀
河
宇
宙
飛
行
士
」

の
最
終
訓
練
を
受
け
る
た
め
宇
宙

へ
。
そ
こ
で
次
々
に
出
さ
れ
る

ミ
ッ
シ
ョ
ン
。
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
い

な
が
ら
も
、
試
験
合
格
を
目
指
し

て
い
く
…
…
。

　

少
年
時
代
の
宇
宙
飛
行
士
・
野

口
聡
一
さ
ん
を
主
人
公
に
、
宇
宙

船
内
で
起
こ
る
不
思
議
現
象
と
宇

宙
飛
行
士
に
必
要
な
資
質
に
つ
い

ご
存
じ
で
す
か
？

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

米
穀
事
業
者
の
方
へ

　

米
や
米
加
工
品
の
流
通
に
は
取

り
引
き
記
録
の
作
成
・
保
存
と
産

地
情
報
の
伝
達
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
に
米

や
米
加
工
品
を
販
売
・
提
供
す
る

場
合
に
も
産
地
情
報
を
伝
え
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
方
へ

　

飲
食
店
や
小
売
店
な
ど
で
メ

ニ
ュ
ー
や
店
内
掲
示
、
商
品
の
容

器
や
包
装
を
見
て
も
ら
う
と
、
原

料
米
の
産
地
が
分
か
り
ま
す
。

問
合
せ　

九
州
農
政
局
八
代
地
域

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
６
５
‐
６
２

‐
８
２
０
４
）

　

配
偶
者
（
と
も
に
耕
作
に
従
事

　

す
る
日
数
が
年
間
お
お
む
ね
60

　

日
以
上
の
方
）

③
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

　

い
る
農
業
生
産
法
人
（
業
務
を

　

含
む
）

提
出
期
限　

平
成
27
年
1
月
9
日

㈮提
出
先　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
市
自
治
振
興
課
内
）

て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

投
影
時
間

火
・
木
曜           =

午
後
２
時
～

土
・
日
曜
、
祝
日
＝
午
前
11
時
～
、

　
　
　
　
　
　
　

  

午
後
2
時
～

※
番
組
入
れ
替
え
作
業
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
、
12
月
２
日
㈫
・

27
日
㈯
・
28
日
㈰
の
投
影
は
行
い

ま
せ
ん
。

料
金　

大　
　

人
＝
２
１
０
円

　
　
　

小
中
学
生
＝
１
０
０
円

　
　
　

未
就
学
児
＝
無
料

※
団
体
投
影
に
つ
い
て
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

働
く
世
代
の
大
腸
が
ん
検
診　

～
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
ま
す
～

≪無料クーポン券の対象年齢≫
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※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

12
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈪
広
報
配
布

２
㈫

３
㈬

4
㈭

５
㈮
Ｇ
空
間
×
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
４
in 

人
吉
（
CP
）

６
㈯
歴
史
館
カ
レ
ッ
ジ
第
２
回
（
市
役

所
）

７
㈰
歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会
（
CP
）、

人
吉
駅
伝
大
会
（
西
瀬
小
）

８
㈪

９
㈫

10
㈬

11
㈭

12
㈮

13
㈯

14
㈰
衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
票
日

15
㈪
広
報
配
布

16
㈫

17
㈬

18
㈭

19
㈮

20
㈯

21
㈰

22
㈪

23
㈫
天
皇
誕
生
日

24
㈬
市
内
小
中
学
校
終
業
式
、
歳
末
た

す
け
あ
い
見
舞
金
配
分
出
発
式（
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

25
㈭

26
㈮
官
公
庁
仕
事
納
め

27
㈯
球
磨
川
下
り
竿
納
め
（
発
船
場
）

28
㈰
年
末
特
別
警
戒
（
～
30
日
）

29
㈪

30
㈫

31
㈬
大
晦
日

相　
　

談

消
費
生
活
な
ん
で
も
相
談
会

（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
会
）

　

仕
事
や
生
活
に
関
す
る
相
談
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
就
労
相

談
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
相

談
、
行
政
相
談
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

お
困
り
ご
と
に
対
応
す
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

12
月
18
日
㈭

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

弁
護
士
、
司
法
書
士
、

臨
床
心
理
士
、
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
、
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
職

員
、
行
政
相
談
員
（
相
談
は
無
料

で
す
）

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
予
約
が

あ
れ
ば
優
先
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

職
業
訓
練
情
報
提
供
相
談
会

　

公
的
な
機
関
が
実
施
す
る
公
共

職
業
訓
練
に
つ
い
て
の
紹
介
・
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

期
日　

12
月
12
日
㈮　

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
15
分

～
）

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

相
談
料　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

㈱
東
京
リ
ー

ガ
ル
マ
イ
ン
ド
熊
本
支
社
（
☎

０
９
６
‐
３
５
５
‐
５
０
０
１
）

県
立
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

初
級
編

○
販
売
実
務
科
（
１
年
課
程
）

募
集
人
員　

10
人
（
新
規
学
卒
者

か
１
年
の
訓
練
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
方
）

内
容　

○
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の

基
礎
操
作
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

電
子
メ
ー
ル
・
デ
ジ
カ
メ
の
基
本

操
作

日
程　

平
成
27
年
１
月
17
日
～
3

月
14
日
の
毎
週
土
曜
日
（
２
月
28

日
を
除
く
全
８
回
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

講
座
・
教
室

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

応
用
編

内
容　

○
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
応
用
操
作

日
程　

平
成
27
年
１
月
17
日
～
3

月
14
日
の
毎
週
土
曜
日
（
２
月
28

日
を
除
く
全
８
回
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

18
人
（
先
着
順
）
※
求
職

中
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

受
講
料　

１
万
円
（
別
に
教
科
書

代
２
千
円
が
必
要
）

申
込
締
切　

12
月
26
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉒
２
４
７
５
）

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
方
や
学
び
を
楽
し
み
た
い
方
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
と
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま

す
。
心
理
学
、福
祉
、経
済
、歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分

野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

出
願
期
限　

平
成
27
年
３
月
20
日

㈮問
合
せ　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
９
６
‐
３
４
１
‐

０
８
６
０
）　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
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親
子
ふ
れ
あ
い
「
折
り
紙

 

ヒ
コ
ー
キ
教
室
」

　

折
り
方
の
指
導
コ
ー
ナ
ー
や
的

入
れ
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
「
親

子
で
触
れ
合
い
、
親
子
で
遊
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
、
楽
し
い
折
り
紙
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
簡
単
な
折
り

募
　
　
集

鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
喫
茶
・

軽
食
ス
ペ
ー
ス
出
店
者
募
集

　

Ｊ
Ｒ
人
吉
駅
西
側
に
建
設
中

の
「
人
吉
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｍ
モ

ゾ

カ

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

８
６
８
」内
の
喫
茶
・
軽
食
ス
ペ
ー

ス
の
出
店
募
集
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

12
月
18
日
㈭
午
後
3
時
～

場
所　

市
役
所
3
階
第
１
会
議
室

設
備　

Ｉ
Ｈ
（
ガ
ス
不
可
）、
換

気
扇
、
調
理
台
、
シ
ン
ク
×
２
、

手
洗
い
水
道
、ダ
ム
ウ
ェ
ー
タ
ー
、

カ
ウ
ン
タ
ー

開
業
時
期　

平
成
27
年
５
月
（
鉄

道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
館
時
を
予

定
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
自
治
振
興
課
肥
薩
線

世
界
遺
産
推
進
室

催 

し 

物

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

県
で
は
、
障
が
い
者
に
対
す
る

県
民
の
理
解
を
深
め
、
社
会
参
加

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　

全
盲
の
落
語
家
で
音
楽
療

法
士
の
桂
福
点
さ
ん
に
よ
る
講
演

と
創
作
落
語

期
日　

12
月
16
日
㈫　

時
間　

午
後
１
時
～

場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町

８
番
９
号
）

定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

県
障
が
い
者
支
援

課
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
２
３
７
）

第
２
回
ス
マ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト

　

県
で
は
、
あ
な
た
の
大
切
な
人

た
ち
が
笑
顔
で
幸
せ
に
な
る
企

画
・
写
真
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　

企
画
部
門　

県
民
の
笑
顔
に
つ
な

が
る
幸
せ
づ
く
り
の
企
画

フ
ォ
ト
部
門　

幸
せ
を
テ
ー
マ

「
家
族
の
日
」
あ
っ
た
か
家
族

 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
家

族
で
過
ご
し
た
楽
し
い
時
間
を

「
絵
に
っ
き
」
や
「
フ
ォ
ト
に
っ

き
」に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
「
絵

に
っ
き
」
は
小
学
校
低
学
年
の
部

と
高
学
年
の
部
の
２
部
門
、「
フ
ォ

ト
に
っ
き
」
は
小
・
中
学
生
の
１

部
門
で
す
。

　

応
募
し
た
皆
さ
ん
全
員
に
参
加

賞
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
心
が
温

ま
る
よ
う
な
作
品
を
た
く
さ
ん

待
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
学
校
配
布
の
実
施
要

項
か
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間　

12
月
１
日
㈪
～
平
成

27
年
１
月
16
日
㈮

表
彰
式　

平
成
27
年
３
月
１
日
㈰

に
、
誰
か
に
伝
え
た
い
出
来
事
や

場
所
な
ど
を
写
し
た
写
真
と
コ
メ

ン
ト

川
柳
部
門　

日
常
に
あ
る
幸
せ
を

テ
ー
マ
に
し
た
川
柳

募
集
期
限　

平
成
27
年
１
月
15
日

㈭※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
企
画
課
（
☎
０
９
６

‐
３
３
３
‐
２
０
１
９
）

ス
マ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
sm

iledesigncontest.com
/

問
合
せ　

県
く
ら
し
の
安
全
推

進
課
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
２
９
４
）

方
か
ら
珍
し
い
折
り
方
ま
で
楽
し

め
る
の
で
ぜ
ひ
家
族
で
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

期
日　

平
成
27
年
１
月
25
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　

球
磨
商
業
高
校
体
育
館

（
球
磨
郡
錦
町
西
１
９
２
）

参
加
費　

無
料

準
備
物　

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
せ　

市
社
会
教
育
課

生
涯
学
習
係

定
員　

20
人
（
先
着
順
）
※
求
職

中
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

受
講
料　

１
万
円
（
別
に
教
科
書

代
２
千
円
が
必
要
）

申
込
締
切　

12
月
26
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

職
業
訓
練
法
人

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉒
２
４
７
５
）

試
験
日　

平
成
27
年
１
月
26
日
㈪

応
募
期
間　

12
月
15
日
㈪
～
平
成

27
年
１
月
15
日
㈭

○
販
売
実
務
科
（
６
カ
月
課
程
）

募
集
人
員　

３
人
（
就
労
経
験
が

あ
り
、
６
カ
月
の
訓
練
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
方
）

試
験
日　

平
成
27
年
２
月
９
日
㈪

応
募
期
間　

12
月
15
日
㈪
～
平
成

27
年
１
月
30
日
㈮

両
課
程
共
通

応
募
資
格　

軽
度
の
知
的
障
が
い

が
あ
り
、
次
の
全
て
に
当
て
は
ま

る
方

①
就
労
と
職
業
訓
練
受
講
に
意
欲

　

が
あ
る
方

②
療
育
手
帳
を
取
得
し
て
い
る

　

か
、
公
的
機
関
で
判
定
を
受
け

　

た
方

③
公
共
職
業
安
定
所
で
求
職
登
録

　

を
し
て
い
る
方

④
自
力
で
通
校
で
き
る
方

試
験
会
場　

県
立
高
等
技
術
専
門

校
（
熊
本
市
南
区
幸
田
１
丁
目
４

‐
１ 

）

試
験
科
目　

筆
記
試
験
（
国
語
・

数
学
）、
適
性
検
査
、
面
接

応
募
先　

球
磨
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
㉔
８
６
０
９
）

問
合
せ　

県
立
高
等
技
術
専
門

校
（
☎
０
９
６
‐
３
７
８
‐

０
１
２
１
）

　

県
で
は
、「
産
業
人
材
強
化
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
専
門

知
識
を
持
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
人

材
育
成
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ

ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
く
ま
も
と
」
で
、

も
の
づ
く
り
の
人
材
育
成
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
や
助
成
な
ど
の
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

産
業
人
材
強
化
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
９
６
‐
２
８
９
‐

２
４
３
８
）

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ

ン
ネ
ル
く
ま
も
と
」http://

w
w

w
.km

t-ti.or.jp/job/

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
に

関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す

試　
　

験
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
75
歳
以
上
の

方
が
対
象
の「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

の
仕
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２– ２１１１  内線 1215・1216

Consumption life center

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
総務課秘書広報係
（☎ 22–2111 内線 2208）
電子メール
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp

ようこそ としょかんへ！

３歳までの子どもの写真募集中！

問 図書館　☎２４–３５１８

この本よかばい！

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合はその翌日）

児童

一般

連絡先を忘れずに

問 

市
保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係 

    (

☎
㉒
２
１
１
１ 

内
線
１
２
２
５)

後
期
高
齢
者
医
療

知
っ
て
お
き
た
い
！

新
刊
案
内 (

11
月
の
新
刊
か
ら)

車が大好きです♪ パパ大好き☆ 泣き虫
だけど、優しいお姉
ちゃんです !!

優しいお兄ちゃん、お
姉ちゃんと仲良く元気
に育って下さい☆

沢
さわみ

見 智
ともき

己ちゃん

１歳（下戸越町）
平成25年１月17日生

康司パパ・千紘ママ

　
こ
ん
な
に
俳
句
で
共
感
し
て

語
り
合
え
る
な
ん
て
…
…
。
物

足
り
な
い
日
常
を
送
っ
て
い
た

大
学
生
の
杏
が
俳
句
の
魅
力
に

目
覚
め
、
恋
に
奮
闘
す
る
新
感

覚
青
春
小
説
。
小
説
を
通
し
て

俳
句
の
い
ろ
は
も
分
か
り
、
ま

さ
に
一
石
二
鳥
。
10
代
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

　
今
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
。

ネ
ズ
ミ
く
ん
は
家
の
中
を
見
回

り
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
ご
ち

そ
う
。
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の

下
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
い
っ
ぱ

い
！  

人
々
が
寝
静
ま
っ
た
こ

ろ
サ
ン
タ
さ
ん
の
そ
り
の
音
が

…
…
。
か
わ
い
ら
し
く
美
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
で
す
。

間瀬 なおかた／
金の星社

今
月
の
紹
介
者

請
う け だ

田 明
あ い

生さん

下薩摩瀬町

おとぎれっしゃ
しゅっぱつしんこう！

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
不
本
意

な
契
約
を
結
ん
だ
場
合
、
一
定
の
期
間
内

で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
無
条
件

に
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な

い
取
り
引
き
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い
取
り
引

き①
３
千
円
未
満
の
現
金
取
り
引
き
や
、
使

　

用
し
た
健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
の
消

　

耗
品
（
未
使
用
分
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

　

フ
で
き
ま
す
）、
自
動
車
・
電
気
・
ガ
ス
・

　

葬
儀
費
用
な
ど
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ  

　

の
対
象
外
で
す
。

②
郵
便
や
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

　

の
通
信
手
段
で
の
申
し
込
み
（
通
信
販

　

売
）
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
外

　

で
す
。
し
か
し
、
事
業
者
に
は
返
品
方

　

法
の
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

表
示
が
な
い
場
合
は
、
商
品
な
ど
を
受

　

け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、

　

契
約
を
解
除
し
て
返
品
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。
そ
の
場
合
の
返
品
の
送
料
は

　

消
費
者
負
担
で
す
。

　
諦
め
ず
に
相
談
を

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
期
間
内

に
業
者
か
ら
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い

場
合
は
…
…

き
な
い
」
と
だ
ま
さ
れ
た
り
脅
さ
れ
た
り

と
妨
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
期
間
が
延
長

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
断
っ
た
の
に
再
三
勧
誘
に
来
て

押
し
切
ら
れ
た
場
合
や
、「
簡
単
に
儲
か

る
」
な
ど
の
う
そ
や
誇
大
な
説
明
で
勧
誘

さ
れ
た
契
約
も
取
り
消
せ
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
20
歳
未
満
で
両
親
の
同
意
を
得
て
い

な
い
契
約
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
未
成
年
で
も
既
婚
の
場
合

や
年
齢
を
偽
っ
た
場
合
な
ど
は
取
り
消
せ

ま
せ
ん
。

　

ど
う
し
て
も
不
要
な
品
物
で
契
約
を
取

り
消
し
た
い
場
合
は
、
事
業
者
と
の
交
渉

で
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
諦
め

ず
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
医
療
保

険
事
業
の
ほ
か
に
健
康
の
保
持
増
進
の
た

め
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
、
本
市
が
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て

い
る
「
健
康
診
査
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
健
診
」
で
す
。

　

健
診
は
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

を
早
期
に
発
見
し
、
重
症
化
を
予
防
す
る

こ
と
が
主
な
目
的
で
す
。

　

本
市
の
健
診
受
診
率
は
県
下
45
市
町
村

の
中
で
は
高
い
方
で
す
が
、
そ
れ
で
も
約

31
㌫
。
３
人
に
１
人
し
か
受
診
し
て
い
ま

せ
ん
。「
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
必

要
な
い
」
と
い
う
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
普
段
検
査
し
な
い
と
こ
ろ
を
検

査
す
る
の
が
健
診
で
す
。
定
期
的
な
受
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

健
診
時
に
は
、
一
部
負
担
金
と
し
て
１

人
８
０
０
円
（
県
内
一
律
）
の
負
担
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
約
８
千
円

の
費
用
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

健
診
を
勧
め
る
理
由
は
、
万
が
一
重
症
化

し
た
ら
、
医
療
費
が
高
く
な
る
ば
か
り
で

な
く
皆
さ
ん
の
経
済
的
な
負
担
と
身
体
的

な
負
担
、
家
族
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。
重
症
化
す
る
前
に
ぜ
ひ

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

本
市
で
は
、
健
診
だ
け
で
な
く
「
は

り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券
※
」

の
交
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
１
回
に
つ
き

５
０
０
円
を
助
成
す
る
12
枚
つ
づ
り
の
券

で
、
１
年
間
に
１
人
１
冊
交
付
し
て
い
ま

す
。
印
鑑
を
持
っ
て
市
保
険
年
金
課
窓
口

で
申
請
し
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券

第
六
回

▲１人につき１冊（12枚つづり）を年１回交付。
市が指定する人吉市鍼灸マッサージ師に限り、
施術１回に１枚、500円を助成します。

12月・１月の休館日
１日、 ８日、15日、22日、29
日～ 31日、１月１日～３日、５
日、13日、19日、26日

いるか句会へようこそ！
恋の句を捧げる杏の物語

堀本 裕樹／駿河台出版社

アン・モーティマー ／
徳間書店

ちいさなねずみのクリスマス

　

４
歳
の
息
子
が
図
書
館
へ
返
却
す

る
の
を
必
死
で
抵
抗
す
る
ほ
ど
お
気

に
入
り
の
絵
本
で
す
。

　
「
お
と
ぎ
列
車
」
が
、
仕
掛
け
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
る
た
び
に
さ
ま
ざ
ま

な
お
と
ぎ
話
の
世
界
へ
ワ
ー
プ
。
誰

で
も
一
度
は
触
れ
た
こ
と
の
あ
る
お

と
ぎ
話
の
か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
が
所

狭
し
と
隠
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば「
猿

か
に
合
戦
」「
桃
太
郎
」「
鶴
の
恩
返

し
」
な
ど
…
…
。

　

息
子
と
一
緒
に
、「
こ
の
絵
は
何
の

お
話
？
」
と
ク
イ
ズ
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
懐
か
し
さ
の
あ
ま
り
つ
い
夢

中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
遠
い
昔
、

私
も
母
か
ら
読
ん
で
も
ら
っ
た
た
く

さ
ん
の
お
話
の
記
憶
が
こ
の
一
冊
で

一
気
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
子
ど

も
だ
け
で
な
く
、
大
人
こ
そ
ま
さ
に

楽
し
め
る
絵
本
だ
と
思
い
ま
す
。

赤
あかいけ

池 陸
た か み

巳ちゃん赤
あかいけ

池 冬
と う か

花ちゃん

11カ月（下林町）２歳（下林町）
平成25年12月６日生平成23年12月31日生

和昭パパ・尋子ママ和昭パパ・尋子ママ
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編
集
後
記

11月15日に行われたムス
リムのモニターツアーに参
加した３人の留学生。紅葉
できれいな人吉城跡も満喫
しました。ツアーについて
は２㌻をご覧ください。

モニターツアーに参加した
ムスリムの留学生

市長の部屋
ひと好し ちょっといい話

「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

　

い
よ
い
よ
師
走
で
す
ね
。
２
日

か
ら
は
衆
議
院
選
挙
。
衆
議
院
解

散
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
ご
意
見

が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
、
清

き
一
票
は
必
ず
投
じ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
６
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か

ら
「
歴
史
館
カ
レ
ッ
ジ
」
が
市
役

所
３
階
会
議
室
で
開
か
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
清
兵
衛
屋
敷
の
地
下

室
の
謎
解
き
」。
こ
の
地
下
室
遺

構
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
日
本

の
類
似
施
設
や
海
外
の
事
例
な
ど

を
研
究
す
る
中
で
、
中
国
で
は
清

兵
衛
地
下
室
同
様
の
施
設
で
洗
礼

式
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
た
ど
り

つ
き
、
地
元
の
一
部
郷
土
史
家
や

私
は
、「
あ
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
に

関
係
す
る
重
要
な
施
設
で
あ
る
に

違
い
な
い
」
と
力
説
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
推
測
の
域
を
脱

し
て
お
ら
ず
、
確
た
る
証
拠
も
な

い
だ
け
に
、
誰
か
証
明
し
て
く
れ

る
人
は
い
な
い
も
の
か
と
あ
ち
こ

ち
識
者
を
探
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
こ
の

地
下
室
遺
構
の
謎
を
研
究
さ
れ
て

い
る
方
が
現
れ
た
の
で
す
。
そ
の

お
方
は
人
吉
城
趾
の
保
存
整
備
に

ご
協
力
い
た
だ
く
な
ど
人
吉
に
ご

縁
が
あ
る
熊
本
大
学
名
誉
教
授
の

北
野
隆
先
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
来
年
に
向
け
て
大
き
な
夢
を

ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
先

生
の
お
話
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

３
階
で
す
け
ん
、
ゆ
っ
つ
ら
上

が
っ
て
き
て
く
だ
ん
も
し
。

編
集
室
か
ら

　

自
殺
予
防
特
集
で
、
相
談

を
受
け
た
と
き
の
対
応
方
法

を
紹
介
し
ま
し
た
。
私
は
相

談
を
受
け
る
こ
と
は
め
っ
た

に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受
け
た

と
き
は
話
を
聞
く
だ
け
。
気

の
利
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
は
と

て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
話
を
聞
く

だ
け
で
も
相
手
の
気
持
ち
は

楽
に
な
り
ま
す
。
相
談
さ
れ

た
と
き
は
、
し
っ
か
り
話
を

聞
い
て
相
手
の
心
に
寄
り
添

え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。

　

今
年
も
残
り
１
カ
月
を
切

り
ま
し
た
。
新
年
を
気
持
ち

よ
く
迎
え
る
た
め
、
心
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
早
め

に
少
し
ず
つ
家
の
掃
除
を
頑

張
り
ま
す
！

▶屋外にある蛇口や給湯器など
▶むき出しになっている水道管など
▶風当たりが強い水道管など
▶日が当たらない水道管など

むき出しの管は、冷
えやすく凍りやすく
なります。

ホームセンターなど
で購入できるパイプ
カバーをかぶせます。

パイプカバーについ
ているシールで密封
します。

隙間をビニールテー
プで巻いて保護しま
す。

日当たりが悪い場所にある水道メーターも凍りやすい箇所の一つです。メーター
部分の凍結防止には、布を入れたビニール袋を敷き詰めると効果があります。

　蛇口を開けて凍った部分にタオルか布をかぶせ、蛇
口の先の方からぬるま湯をまんべんなくゆっくりとか
けてください。
熱 湯 は 厳 禁 で
す。（ヒビ割れ
や 破 裂 の お そ
れがあります）

　止水栓を閉めて、人吉市指定給水装置工事店に修理
を依頼してください。指定給水装置工事店は市ホーム
ページに掲載しています。分からない場合は市上水道
課までお尋ねください。

凍結して水が出ないときは？

今からできる！　凍結防止対策

破損やヒビ割れしたときは？

凍結しやすい箇所とは？

止水栓（バルブ）

メーターボックス

パイプカバーで保護する方法

水道管も冬したく！

※水道管や蛇口に布類を巻き、雨などで濡れないようにビニールを巻き付けた後ビニールテープなどで保護する方法もあります。

　気温が氷点下になると、水道管が凍結して水が出なくなったり水道管が破裂したりすることがあります。凍結する
と水が出なくなるのはもちろん、水道管・給湯管などが破裂した場合は自己負担で修理しなければなりません。アパー
トなどで水道管・給湯管の配管が破裂した場合は、流れ出た水で下の階の入居者にも迷惑がかかります。
　本格的に冷え込む前に、水道管の冬じたくをしましょう。　【問合せ】市上水道課（☎２２－５４９７）

　水道管の凍結で
給湯器の流入弁や
減圧弁が破損しや
すくなります。早
めの凍結対策をお
願いします。

給湯器も対策を！

◎あて先
〒868–8601
人吉市麓町16番地
総務課秘書広報係　　まで
電子メール 
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp
※住所、氏名（ペンネーム可）、

年齢、性別を記入してください。

今
年
の
夏
の
あ
る
日
、
仕

事
か
ら
自
宅
に
帰
り
夕

食
を
食
べ
て
い
る
と
、
知
ら
な

い
男
性
が
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
ス
イ

カ
を
持
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

話
を
聞
い
て
み
る
と
、
そ
の

男
性
が
外
出
し
て
い
る
と
突
然

雨
が
降
っ
て
き
た
の
で
、
私
の

家
の
カ
ー
ポ
ー
ト
の
屋
根
の
下

で
雨
宿
り
を
し
て
い
た
ら
、
私

の
小
学
生
の
子
ど
も
が
自
宅
の

傘
を「
こ
れ
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
貸
し
て
く
れ
た
と
い
う
の
で

す
。
そ
こ
で
、
お
礼
に
と
自
分

の
と
こ
ろ
で
作
っ
て
い
る
ス
イ

カ
を
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
で
し

た
。

　

親
が
何
も
言
わ
な
く
て
も
、

困
っ
て
い
る
人
に
親
切
に
し
て

あ
げ
ら
れ
る
優
し
い
子
ど
も
に

育
っ
て
く
れ
た
の
が
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
時
頂

い
た
ス
イ
カ
は
、
今
ま
で
食
べ

た
中
で
一
番
お
い
し
く
感
じ
ま

み
な
さ
ん
か
ら

の

お
た
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

し
た
。

匿
名
希
望

●

　

と
て
も
心
が
温
ま
る
お
話
し

で
す
ね
。
男
性
も
う
れ
し
か
っ

た
ん
で
し
ょ
う
。
家
族
み
ん
な

で
お
い
し
い
ス
イ
カ
を
食
べ
る

光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。
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〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
麓
町
16
番
地

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

city.hitoyoshi.lg.jp
☎
（
0966）

22-2111　
ＦＡＸ
（
0966）

24-7869
編
集
・
発
行
　
人
吉
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

H i t o y o s h i  i n f o r m a t i o n

広
報

ひ
と

よ
し

  平
成

26
年

12
月

1
日

号
  第

１
０

２
4

号

ひとよし春風マラソン実行委員会事務局

市社会教育課内（☎ 22-2111 内線 5241・5242）　

申込み
問合せ

申込締切　2015年１月６日（火）

【市内申込用紙配布場所】
市役所本庁舎、市役所別館、各校区コ
ミセン、スポーツパレス、人吉商工会
議所、オリンピアスポーツ、文尚堂、
各温泉施設、各宿泊施設人吉市ホームページから 検 索春風マラソン で検索！


